里芋の 芽と 不動の 目 

メ. 41 ダ 



「それ だ それ だ。 匀で 思い出し たが、 ここの 内に 丁度 

かおる 

お前の ような 薫と いう 子が いたが、 あれ はどうした ご 

「薫さん はお 内へ 帰り ましたの ご 

「内 は 何 だ いご 

「お医者さんです わご 

「おお 方 誰かが J 旦 内へ 帰して 置いて、 それからお 上 

さんに するとい うような わけだろう ご 

「知りません わご 

れんそう 

こんな 話 をして いるう ちに、 聯想 は 聯想 を 生んで、 

しょうのう から ふと 

台湾の 樟脳の 話が 始まる。 樺 太の テレ ベン 油の 話が 

始まる ので ある。 



おれ 

「あれ か。 あれ は 樺 太へ 立つ 前に 己の 処へ 来たから、 

己が 気を附 けて 遣 つ た の だ。 」 

そば だ 

一同 耳を欹 てた。 この 席に いる だけの もの は、 皆 

博士が 人の 功 を 奪うよう な 人で ない こと を 知っている _ 

それ だから、 皆 博士の この 詞に信 を 置く ので ある。 

博士 は 再び 無邪気ら しい、 短い 笑声 を洩 して 語り 続け 

た。 

「あれば かりで はない よ。 己の 処へは 己の 思 付 を 貰い 

に 来る 奴が 沢山 あるの だ。 むつ かしく 云えば 落 想と で 

も 云う のかな あ。 独逸 語なら Einfaelle 匀と でも 云 

うそ 

うのだろう。 しかし 己 は噓は 言わない から、 誰も 落ち 



事に しなくな つた。 鳩 南蛮なん ぞは 食わし や あしね 

え ご 

「ある 日の 事、 かますと いう ものに 入れた 里芋 を 出し 

やが つて 餓鬼共に むしらせて いや あがる の だ。 餓鬼 は 

大勢いた の だ。 むしって 芽の 所 を 出して 見て、 芽の 闕 

けた 奴 は 食う 方へ 入れる。 芽の 満足で いる 奴 は 植える 

方へ 入れる の だ。 己が 立って 見て いると、 江戸の 坊様 

も 手伝って お 遣なさい と 抜かし や あがる。 大ぶ 江戸の 

坊様を 安く 踏む ようにな リゃ あがつ たんだな。 こう 

なつち や あ 為 方が ねえ。 己 も そこへ 胡座 を搔 いて 里芋 

の 選 分 を 遣 つ 附 けた。 と f J ろが 己 はちび で も 江戸 子 だ。 



ん、 田 ロ卯吉 というの だ。 あれなん ぞが 友達だった の 

だ。 旧思想の 破壊と いうよう な 事に、 恐ろしく 力瘤 

を 入れて いたの だな。 不動 様の 罰 だか、 親の 罰 だか、 

知らね えが、 間もなく 病気に なって 死ん じ まや あがつ 

た ご 

フ アナ チイ ケル 

「まあ 言つ て 見れば、 ：？anatilsr というよ うな 人間 

だった の だな。 古くな つたがら くた を 取り 片附 けなけ 

リゃ あならない 時代に は、 あんな 焼けな 人間 も 道具 か 

も 知れない。 兄き なん ぞも、 廻り 合せで は 大きい 為 事 

をした のか も 知れね えんだ よご 

「己なん ぞも 西洋の 学問 をした。 でも 己 は 不動の 目玉 



は 焼かね え。 ぼつぼつ 遣って 行く の だ。 里芋 を 選り 分 

ける ような 工合に 遣つ て 行く の だ。 兄き なん ぞの 前へ 

里芋の 泥 だらけな 奴なん ぞを 出そう もんなら、 かます 

籠め 百姓の 面へ 敲き附 けち まう だろう よご 

「己 は 化学者に なって 好かった よ。 化学なん という 奴 

は 丁度 己の 性分に 合って いるよ。 酸素 や 水素 は 液体に 

はなら ねえと いう。 ならね えとい う 間 は その 積り で 

遣って いる。 液体に なっても 別に 驚 きゃあし ねえ。 な 

るなら なる で 遣って いる。 元 子 は 切ったり 毀した リは 

アト ォム ァ テム ネ イン 

出来ね え。 Atom は atemnein で 切れね えんだ とい 

う。 切れね えとい う 間 は その 積り で 遣って いる。 切れ 



たって 別に 驚 きゃあし ねえ。 切れるなら 切れる で 遣つ 

ている。 同じ 江戸 子で も、 己 は 兄き のよう な 
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p.anatiker と は 違 うんだ。 どこまでも ねちねち へ こま 

ずに 遣って 行く の も 江戸 子 だよ。 ああ 馬鹿に 饒舌った 

な。 もう 何時だろう ご 

花房 は 小さい 金時計 を 出して 見た。 

「十二時で すご 

「そうか。 諸君 は 車が 待たせて あるから 好い が、 己 は 

ぐずぐず すると 電車に 乗り はぐれる。 さあ、 行こう 行 

こうご 

(明治 四十 三年 二月) 
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